
部活動とクラブ指導者間の協力による一貫指導の実現

　～全国中学校サッカー大会で準優勝を果たす！～

（ＮＰＯ法人朝日丘スポーツクラブ・愛知県豊田市）

メルマガ６月（56号）＜特集＞　クラブの特徴と魅力を考える　　　　　　　　　
部活動・学校（１）

１．幼小中の一貫指導を目指して設立

　豊田市では15年ほど前に小学校での部活動がなくなることになり、これまで活動していた子ども

たちの受け皿がなくなってしまうことから、地域でのサッカーチーム朝日丘FCが誕生しました。そ

の後、朝日丘FCと地域のテニスグループが連携し、2004年に朝日丘スポーツクラブが設立されまし

た。朝日丘スポーツクラブは、設立当初から中学校区の子どもたちの体力づくりを目的に幼小中の

一貫指導を目指しています。

　連携を始める以前から、中学校サッカー部の担当教員とクラブ指導者の間で指導方針の打合せを

行っていました。しかし、教員の異動により部活動の担当教員が減ってしまったため、1年生の指導

を中心にクラブ指導者が部活動で指導をすることになりました。クラブは中学校の部活動をやらな

い日に活動することとし、教員もクラブの活動に地域の指導者として参加しています。

２．異動のある教員、クラブ指導者が部活動へ

３．指導者間協力と一貫指導が全国大会での好成績をもたらす

　中学校サッカーの大会にはスポーツクラブの

指導者も参加し、大会運営や審判なども行って

います。小学6年生の終わりには、中学1年生と

練習や試合で交流することで早めに中学校に慣

れることができます。こうした一貫指導が実を

結び、2005年には全国中学校サッカー大会で準

優勝しました。

　今後はクラブで行われているテニス、バレー

ボールでも同様な連携を目指しています。また、

現在はクラブの種目にないソフトボールやバス

ケなどの種目も取り入れ、小学生に中学校へつ

ながるスポーツを提供したいと考えています。



４．将来の目標

　朝日丘スポーツクラブは100年続くクラブを

目指しています。

子どもたちがスポーツを楽しみながら、体力、

精神力などを磨き、10年20年スポーツを続ける

ことにより、やがて地域を支える大人になり、

指導者として又はクラブスタッフとして戻って

くる。そのような循環がスポーツクラブの正し

い姿だと信じて活動していきたいと考えていま

す。

（権田　瞳　愛知県クラブ育成アドバイザー）

　１．設立　　設立年：平成16年10月　（NPO法人設立　平成20年8月）　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　経緯：朝日丘中学校区で以前から活動している朝日丘サッカークラブと地域コミュ　
　　　　　　　　　　　　ニティ会議で活動していたテニスグループが連携し設立

　２．地域　　人口：朝日丘中学校区　約26,000人　　特徴：自動車産業が中心の工業都市

　３．クラブ　会員数：565名（平成22年5月現在）　予算規模：約2,300万円（市補助、toto助成）

　４．連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　〒471-0000　愛知県豊田市御幸町1丁目34番地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　TEL・FAX：０５６５－３２－７８１２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　E-mail：aspc7812@hm9.aitai.ne.jp　　　　URL： http://hm9.aitai.ne.jp/~aspc7812/　

【NPO法人朝日丘スポーツクラブ　プロフィール】

メルマガ６月（56号）＜特集＞　クラブの特徴と魅力を考える　　　　　　　　　
部活動・学校（１）

関連リンク：権田瞳氏プロフィール（ページ下）http://www.japan-sports.or.jp/local/outline/adviser/22.html　


